
１．件名：東京電力福島第一原子力発電所の事故分析に関する面談 

２．日時：令和２年１０月７日（水）１０時００分～１１時００分 

３．場所：原子力規制庁 ８階北実用炉横会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

 長官官房 総務課 国際室 

 安井原子力規制特別国際交渉官 

原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

岩永企画調査官、木原管理官補佐、星主任研究調査官、大塚特殊施設分析官 

 東京電力ホールディングス株式会社 

 福島第一廃炉推進カンパニー 燃料デブリ取り出しプログラム部 

担当者 １名 

  原子力設備管理部 

   担当者 １名 

 東芝エネルギーシステムズ株式会社 

  原子力安全システム設計部 

   担当者 １名 

  原子力電気システム設計部 

   担当者 １名 

  原子力福島復旧・サイクル技術部 

   担当者 １名 

原子力プラント設計部 

担当者 １名（電話による出席） 

 

５．要旨 

○原子力規制庁から、東京電力ホールディングス株式会社及び東芝エネルギー

システムズ株式会社に対し、東京電力福島第一原子力発電所３号機の事故当

時の原子炉圧力及び格納容器圧力の挙動について、資料に基づき、ＳＲＶの

作動状況等の確認を行った。 

 また、原子力規制庁から、東京電力ホールディングス株式会社及び東芝エネ

ルギーシステムズ株式会社に対し、ＳＲＶの回路図に関連する設定値が記載

された設計図書の提出を求めた。 

 

６．資料 

 ＳＲＶ設計の確認点【原子力規制庁資料】 

 東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会 第



１２回会合 資料４－１【原子力規制庁資料】 

 

以上 


